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―漫画家 永井豪が映画と人生について語る―
デビルマンの飛鳥了は、あの映画がなければ生まれていなかった?!

「この映画が観たい」 ムービープラスで7月放送

永井豪 プロフィール
1945年9月6日、石川県輪島市生まれ。1967年に「目明しポリ吉」でデビュー以降、「ハレンチ学園」「デビルマン」「マジンガーZ」など
数々のヒット作を世に送り出す。永井作品は海外でも高く評価され世界的な人気を博すと同時に、近年では漫画作品が実写映画化さ
れるなど、国や世代を超えた幅広い読者層に支持され続けている。2016年に、「第25回 日本映画批評家大賞」アニメ部門のダイヤモ
ンド賞を受賞。現在は「激マン！マジンガーZ編」（漫画ゴラク）、「デビルマンサーガ」（ビッグコミック）などを連載中。

ジュピターエンタテインメント株式会社
NEWS RELEASE

CS映画専門チャンネル「ムービープラス」（ジュピターエンタテインメント㈱、東京都千
代田区、代表取締役社長：寺嶋博礼）で放送中のオリジナル番組「この映画が観たい」
は、様々な分野で活躍する著名人の方々にかけがえのない“映画体験”と、それにま
つわる人生の様々なエピソードをお聞きする番組です。
7月は、海外でも高く評価され、世界中にファンを持つ漫画家の永井豪さんが登場。
彼がセレクトした映画「未知空間の恐怖 光る眼」、「用心棒」、「シャイニング」、「エレ
ファント・マン」、「マッドマックス」シリーズについて、番組で熱く語っていただきました。

「この映画が観たい＃３４ ～永井豪のオールタイム・ベスト～」

初回放送：
再放送：

７月４日（月）２３：００～２３：３０
７月８日（金）１８：３０～１９：００、１３日（水）１１：１５～１１：４５、２２日（金）１８：３０～１９：００、２８日（木）１１：１５～１１：４５

中学一年生の頃に観たという「未知空間の恐怖 光る眼」について、「知らない世界を観たいという好奇心に火をつけてくれた
作品で、想像力を掻き立てられました。大人から見れば超能力を使う子供たちは恐怖の対象なんですけど、子供だった自分
の目には、大人たちを簡単に操れる超能力が羨ましく映りました。実はこの映画に出てくる金髪の子供は、デビルマンの飛鳥
了というキャラクターのイメージモデルになったんですよ」と、自身の作品に多大な影響を与えたことを明かしました。

幼い頃から影響を受け、憧れの先輩である手塚治虫と、アメリカ滞在中に観たという思い出の映画「シャイニング」については、
「映画冒頭の空撮や、ホテルの廊下を三輪車が進んでいくシーンのカメラワークが斬新で驚きました。あと、人間が持つ狂気
を感じさせてくれて「恐怖はこう作るんだ」、ということを教えてもらった。僕も手塚先生も大満足で映画館を出て、その後レスト
ランで映画についてたくさんお話をしました。自分にとって、あれは大切な時間でした」と懐かしそうに語ってくださいました。

「マッドマックス」シリーズについては、「1作目のパンフレットの絵を描いてほしいとオファーがありました。その絵は、2作目公
開時に来日したメル・ギブソンにプレゼントしちゃったんだけど、今思えばサインでも書いてもらってとっておけばよかった(笑)。
「マッドマックス」の世界観は大好きです。僕の漫画の「バイオレンスジャック」という作品は戦国時代劇として連載を考えてい
たんですが、少年マガジン編集部に「時代劇はウケない」と言われてしまったので、むちゃくちゃな設定で現代劇にしたんです。
こういう作品は自由な表現が可能ですから、「マッドマックス 怒りのデス・ロード」もやりたいことを思いっきりやったんだな、と
いうのが伝わってきて楽しかったです」と、同世代のジョージ・ミラー監督のものづくりに対する姿勢に感銘を受けたそう。

そのほかにも、漫画家を目指すことになったきっかけや仕事に対するスタンスなど、映画の話に人生のエピソードを絡めて
語ってくれた永井豪さん。「この映画が観たい＃３４ ～永井豪のオールタイム・ベスト～」は7月4日（月）23時から初回放送で
す。ぜひ、ムービープラスでご覧ください。

8月は元バレーボール選手で、スポーツキャスター・女優の大林素子さんが登場します。ご期待ください。
「この映画が観たい」公式ページ http://www.movieplus.jp/guide/mybest/

なお、「シン・ゴジラ」 7月29日（金）公開を記念して、「ゴジラ」はもちろん、永井豪さんの漫画のエッセンスをふんだんに盛り
込んだ、ギレルモ・デル・トロ監督作『パシフィック・リム』や、「ゴジラ」に影響を与えたレイ・ハリーハウゼン特撮監督長編デ
ビュー作『原子怪獣現わる』など、「特集：怪獣ＶＳロボット」と題し7月30日（土）と31日（日）の2日間に渡り計5作品を放送し
ます。ロボットものに対する永井さんの想いは「この映画が観たい」番組内でも語られています。ぜひ7月は、当番組と一緒
に「特集：怪獣ＶＳロボット」もお楽しみください。

■ 一般の方のお問い合わせ先 ■
ムービープラス カスタマーセンター
ＴＥＬ： ０１２０－９４５－８４４

（受付時間１０～１８時／年中無休）

■ 報道関係の方のお問い合わせ先 ■
ジュピターエンタテインメント㈱ ムービープラス ＰＲ担当
ＴＥＬ： ０３－６７６０－８４１０ (代表)

ムービープラスとは 今年開局２７年目を迎えた日本最大級の映画チャンネルです。ハリウッドのヒット作をはじめとする国内外の
選りすぐりの映画、映画祭、最新映画情報を放送し、Ｊ：ＣＯＭなど全国のケーブルテレビやスカパー！、
ＩＰ放送を通じ、約７２０万世帯のお客様にご覧いただいています。


